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法
華
経
文
化
研
究
所
（
安
田
治
樹
所
長
）
で
は
、
平
成

三
十
年
度
に
お
い
て
以
下
の
活
動
を
行
っ
た
．
一

　
法
華
経
総
合
研
究
会
（
佐
野
靖
夫
研
究
主
任
）
で
は
、

時
代
の
要
請
に
即
し
た
総
合
・
包
括
的
法
華
経
基
礎
基
盤

研

究
の
た
め
次
世
代
型
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ

ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
継
続
的
に
推
進
し
て
き
た
．
．

こ
れ
に
よ
り
、
高
麗
蔵
「
妙
法
蓮
華
経
」
、
宋
・
思
渓
蔵

『妙
法
蓮
華
経
』
、
金
蔵
・
中
華
大
蔵
経
所
収
」
．
妙
法
蓮
華

経
』
の
一
字
画
像
デ
ー
タ
化
の
完
成
を
み
た
、
本
年
度
は

佐
野
靖
夫
研
究
主
任
に
よ
る
事
業
報
告
書
の
作
成
準
備
が

進
め
ら
れ
た
／
／
な
お
、
］
経
二
十
八
品
が
ま
と
ま
っ
た
形

態
で
現
存
す
る
最
古
の
漢
訳
法
華
経
た
る
中
国
・
房
山
石

経

『妙
法
蓮
華
経
』
、
お
よ
び
巻
単
位
で
現
存
す
る
奈
良
写

経

『妙

法
蓮
華
経
』
の
一
字
画
像
デ
ー
タ
化
に
試
行
的
に

取

り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
度
、
本
研
究
課
題
は
一
旦
総

括

し
報
告
を
公
表
す
る
こ
と
と
決
し
た
た
め
、
上
記
試
行

的
作
業
に
つ
い
て
は
将
来
に
お
け
る
検
討
課
題
と
な
っ
た
、

　
法
華
経
文
化
研
究
所
で
は
、
仏
教
の
東
西
伝
播
に
関
わ

る
歴
史
文
化
の
諸
相
解
明
を
目
的
と
し
て
、
こ
と
に
中
央

ア

ジ
ア
の
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
ト
ラ
ン
ス
オ
キ
シ
ア
ナ
）

地

域
で

の

発
掘
調
査
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
立
正
大
学

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
w
字
術
調
査
隊
（
安
田
治
樹
調
査
隊
隊
長
｝

を
組
織
し
、
特
別
講
演
会
、
現
地
調
査
、
調
査
報
告
会
を

以

下

の
通
り
行
っ
て
い
る
．
．

　
平
成
二
十
六
年
度
は
、
立
正
大
学
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学

術
調
査
隊
が
正
式
に
組
織
さ
れ
、
続
い
て
立
正
大
学
と
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
芸
術
研
究
所
間
の
学
術

協
定
が
締
結
、
四
十
二
口
間
に
わ
た
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ヤ
州
テ
ル
メ
ズ
市
郊
外
カ
ラ
・

テ

ペ
遺
跡

及
び
同
国
の
関
連
仏
教
遺
跡
並
び
に
博
物
館
、

美
術
館
に
て
、
六
名
の
隊
員
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
，

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
前
年
度
に
続
く
第
二
次
調
査
と

し
て
、
大
規
模
な
仏
教
伽
藍
遺
跡
カ
ラ
・
テ
ペ
遺
跡
北
丘

に
お
い
て
十
名
に
よ
り
発
掘
調
査
を
行
っ
た

　

平
成
二
十
八
年
度
の
第
三
次
調
査
隊
は
、
九
月
二
日
か

ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
ス
ル
ハ
ン
ダ
リ
ヤ
州
テ
ル
メ

ズ
市
郊
外
の
カ
ラ
・
テ
ペ
遺
跡
、
お
よ
び
同
州
内
の
都
城
・

仏
教
寺
院
遺
跡
に
お
い
て
歴
史
的
・
地
理
的
調
査
を
行
っ

た
、
ま
た
翌
平
成
二
十
九
年
三
月
に
は
、
テ
ル
メ
ズ
郊
外

の

ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
祉
で
気
象
観
測
機
器
の
設
置
お
よ
び
ス

ル

ハ

ン
ダ
リ
ヤ
州
内
の
仏
蹟
調
査
を
行
っ
た
．

　

平
成
二
十
九
年
度
は
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
法
華

経
文
化
研
究
所
所
員
・
特
別
所
員
の
ほ
か
数
名
の
隊
員
を

現
地

に
派
遣
し
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
三
月
に
は

ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
祉
で
の
発
掘
予
備
調
査
と
気
象
観
測
デ
ー

タ
の
採
取
に
あ
た
っ
た
．
一
な
お
同
年
度
の
調
査
報
告
会
を

法
華
経
文
化
研
究
所
、
立
正
大
学
仏
教
学
部
・
文
学
部
　
共

催
で
二
月
に
行
っ
た
．

　
本
年
度
は
、
平
成
［
．
十
六
年
度
に
は
じ
ま
る
立
正
大
学

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
の
最
終
年
度
調
査
と
し
て
、

報
告
書
出
版
に
向
け
て
ウ
ズ
ベ
ク
側
と
の
協
議
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
九
月
に
は
ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
趾
で
、
テ
ル
メ
ズ

大
学
と
共
同
し
て
予
備
調
査
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
削
し
た
．
一

併
せ
て
本
事
業
が
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
事
業
展
開
を
踏
ま
え
、
本
学
教

員
（
文
学
部
」
渡
邉
裕
美
子
教
授
、
仏
教
学
部
　
安
田
治

樹
教
授
〉
に
よ
る
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
求
め
る
講
演
会

を
同
月
に
タ
シ
ケ
ン
ト
市
と
テ
ル
メ
ズ
市
で
開
催
し
た
t
／

十
1
月
に
は
、
カ
ラ
・
テ
ペ
遺
跡
調
査
の
総
括
と
、
本
学

の

ウ
ズ
ベ
ク
で
の
事
業
に
つ
き
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ウ
ズ
ベ
ク
か
ら
研
究
者
五
名
を
招
聰
し
、
以

下

の
通

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
”

　
文
部
科
学
省
選
定
「
私
立
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

　
立

正
大
▽
字
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
w
字
術
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ
ル
ク
ロ
－
ド
の
歴
史
・
考
古
・
美
術
一

日
　
時
　
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
｛
金
・
祝
）

　
　
　
　
十
時
三
十
分
～
十
七
時
五
十
分

会講
演
者
　

場

二
⊥
正
大
学

　
　
品
川
キ
♪
、
ン
パ
ス
石
橋
湛
山
記
念
講
堂

　
　
シ
ャ
キ
ル
ジ
ャ
ン
・
ピ
ダ
エ
フ

　
　
　
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
芸
術
学

　
　
　

研
究
所
）

　

　
バ
ホ
テ
ィ
ー
ル
・
ト
ゥ
ル
グ
ノ
ブ

　
　
　
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
芸
術
学

　
　
　

研
究
所
）

　
　
ジ
ヤ
ン
ガ
ル
・
イ
リ
ア
ソ
フ

　
　
　
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
芸
術
学

　
　
　
研
究
所
）

　
　
ゼ

ブ

ニ

ソ
・
ア
リ
マ
ル
ド
ノ
ヴ
ァ

　
　
　
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
観
光
発
展
国
家
委
員
会
）

　
　
宮
治
　
昭
（
名
古
屋
大
学
）

　
　
安
田
治
樹
（
立
正
大
学
）

　
平
成
三
十
年
度
は
三
月
に
外
部
協
力
者
の
支
援
を
得
て

ズ
ル
マ
ラ
仏
塔
祉
の
建
築
構
造
的
調
査
、
地
質
学
的
調
査

を
実
施
す
る
他
、
前
年
同
様
日
本
文
化
紹
介
の
た
め
の
現

地
で

の

講
演
を
今
回
は
経
済
学
部
と
心
理
学
部
の
協
力
を

得
て
タ
シ
ケ
ン
ト
と
テ
ル
メ
ズ
で
開
催
。
な
お
二
月
二
十

六

口
に
本
年
度
の
調
査
報
告
会
を
外
部
協
力
者
の
加
藤
直

子
（
国
士
舘
大
学
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
）
氏
、
ア
ク

マ

ル
・
ウ
ル
マ
ゾ
フ
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

芸
術
学
研
究
所
）
氏
の
講
演
と
併
せ
て
行
っ
た
，

　
本
年
度
の
法
華
経
文
化
研
究
所
研
究
例
会
の
第
一
回
（
平

二
九



成
l
l
．
十
年
六
月
六
H
＞
は
、
本
研
究
所
特
別
所
員
・
神
．
戸

女
．
仁
大
学
瀬
戸
短
期
大
学
名
誉
教
授
　
岡
田
行
弘
先
生
に

よ
る
一
人
乗
経
典
に
お
け
る
新
た
な
仏
の
創
出
」
と
題
す

る
発
表
講
演
が
な
さ
れ
た

　
第
二
回
〔
平
｛
S
1
・
．
；
年
し
月
四
w
は
、
本
研
究
所
所

長
・
本
学
仏
教
学
部
教
授
　
安
田
治
樹
先
牛
に
よ
る
「
ア

ル

ダ

シ
ー
ル
］
世
以
降
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
ト
ハ
リ
ス
タ
ー

ン
」
と
題
す
る
発
表
講
演
が
な
A
O
れ
た

　

第
三
回
（
平
成
三
十
年
十
月
三
日
）
は
、
本
研
究
所
特

別
所
員
・
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授
　
奥
野
光
賢
先
生
に

よ
る
［
t
法
華
論
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と
題
す
る
発
表
講

演
が
な
さ
れ
た
．
．

　

第
四
回
（
平
成
三
十
一
年
一
月
九
日
）
は
、
本
研
究
所

所
員
・
本
学
仏
教
学
部
長
　
寺
尾
英
智
先
生
に
よ
る
「
近

世
に

お
け
る
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人
霊
跡
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
発
表
講
演
が
な
さ
れ
た
一

　
記
録

　
平
成
三
十
年
九
月
l
・
二
日
の
両
日
、
第
六
十

九
回
H
本
印
度
学
仏
教
学
会
（
於
東
洋
大
学
）
．
、
平
成
三
十

年
九
月
四
・
五
日
の
両
日
、
日
本
佛
教
学
会
第
八
十
八
回

学
術
大
会
（
於
同
朋
大
学
）
　
平
成
．
二
十
年
　
九
月
七
・

八
・
九
日
の
l
二
H
問
、
第
じ
十
七
回
U
本
宗
教
学
会
⌒
於

大
谷
大
学
）
　
平
｛
S
1
・
’
十
年
＋
1
月
九
・
十
日
の
両
日
、

第
七
十
1
回
〕
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
於
［
蓮
宗
宗

務
院
）
が
開
催
さ
れ
た
　
ま
た
、
そ
の
席
上
に
お
い
て
「
仏

教

文
化
学
術
賞
」
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
た
　
本
年
度

の
受
賞
者
は
本
研
究
所
特
別
所
員
桐
谷
征
一
氏
（
『
房
川
石

経
妙
法
蓮
華
経
』
）
に
決
定
し
た
r
．

法
華
経
文
化
研
究
所
第
一
回
研
究
口
貝
研
究
生
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
三
十
年
六
月
二
十
ヒ
日
〉

浅
野
　
学
（
研
究
生
）

一
円
珍
『
法
華
論
記
゜
＝
に
お
け
る
『
六
祖
壇
経
』
の
依
用

　
を
め
ぐ
っ
て
」

法
華
経
疋
化
研
究
所
W
4
5
一
回
研
究
員
研
究
牛
研
究
会

　

　

　

　

　

　

　

　

｛平
成
．
1
1
卜
b
l
十
月
’
1
1
＋
　
1
　
＝
）

岡
田
文
弘
｛
研
究
日
ご

［su

源
『
法
華
験
記
』
と
宗
性
『
弥
勒
如
来
感
応
抄
」
こ

西

沢
史
仁
｛
研
究
目
C

　
チ

ベ
ッ

ト
に
お
け
る
中
観
思
想
の
形
成
と
そ
の
歴
史
的

　
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」

小
山
俊
介
（
研
究
生
）

「
大
仏
造
像
に
関
わ
る
所
依
経
典
ー
弥
勒
大
仏
を
中
心
に

　
－
」

日
比
宣
仁
（
研
究
生
）

「
灌
頂
に
よ
る
七
種
二
諦
説
の
展
開
ー
後
代
の
学
匠
を
中

　
心
と
し
て
－
」

法
華
経
文
化
研
究
所
役
職
員
〔
平
成
「
十
年
度
〕

　

　

　

　

　

　

　

　

⌒
平
成
三
十
年
五
月
一
日
現
在
）

特
別

暫
貝

所副所
　所

員長長

参

与

顧　枢
　　壁
　　顧
問　問
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